
鉢花類の部　【 審査日 ： 令和4年11月10日 】

(1) 審査講評

(2) 入賞者名簿
品　　　名 氏　　　名 市 町 村

シクラメン
ピーチ

宮坂園芸
宮坂　太木

原村

シクラメン
マカロンショコラ

アオキプランツファーム
青木　健

佐久市

ミニシクラメン
スクリュースター
クリスタルホワイト

広原園
小林　慧

原村

ミニシクラメン
スーパージックス

南原園芸
長沼　春樹

飯田市

パンジー
絵になるスミレマリーヌ

H&Lプランテーション
鵜飼　和仁

富士見町

シクラメン
メレンゲ

宮澤園芸
宮澤　健一

飯島町

ゴーテリア
ビックベリー

(有)田澤農園
田澤　充朗

木曽町

ガーデンシクラメン
スーパーカリーノ

安曇野ゆうわ園
髙田　泉

松川村

シクラメン
ディープココア

丸山農園
丸山　貴弘

東御市

シクラメン
ジックス

㈲信州ナーセリー
上田　真義

駒ヶ根市

ビオラ
ロカハーツ

再興園
篠原　直喜

原村

シクラメン
パステル赤

布山園芸
布山　明広

安曇野市

ミニシクラメン
スーパーベラノ（ミックス）

剛花園
木下　直則

飯田市

シクラメン
ファンフレーム

信州雪香園
湯口　和弥

松川村

レモン
マイヤーレモン

仲平園芸
仲平　豊実

高森町

　長野県園芸特産振興展推進協議会長賞

　長野県農業協同組合中央会長賞

　長野県鉢花園芸組合長賞

　鉢花類の部は、シクラメンの５号鉢以上が３９点、５号鉢未満が３４点、その他鉢花類３６点で、合計１０９点が

出品されました。

　さて、本年の気象経過を振り返りますと、１月から２月の気温は平年より低く経過した一方で、３月から４月は高

く推移しました。平年並みに梅雨入りした後、６月下旬から７月上旬にかけては記録的な高温になり、シクラメン

の生育や花芽の発達に大きく影響したと思われます。その後の気温はおおむね平年並みに推移しましたが、８

月中旬から９月上旬にかけては日照時間の少ない日が続くなど、例年とは異なるパターンで推移してきました。

今年も極端に変化する気象条件の中、栽培管理で苦労された方が多いかと思われます。

　また、新型コロナウイルス感染症は未だ終息せず、家庭需要の増加という鉢物類への良い影響もありました

が、昨年に続き本コンクールは野菜花き試験場で実施することとなりました。本来であれば、一般客の目に触れ

る場所で開催したいところですが、また持ち越しとなりました。

　気象、社会情勢ともに激動の栽培期間を経過する中、本日出品されました品物はいずれも素晴らしい出来で

甲乙つけ難く、審査に時間がかかりました。シクラメンは、花蕾数、葉枚数が多く、バランスの良い締まった品物

が出品されており、病害虫もほとんど見られませんでした。農林水産大臣賞を受賞したシクラメン「ピーチ５号

鉢」は素晴らしい発色とともに花数、葉枚数が十分で全体的なバランスも良く、高い技術力が示されていまし

た。農産局長賞を受賞した「マカロンショコラ５号鉢」も品質の高さと個性的な珍しい花色から、高い評価を受け

ました。

　シクラメン全体としては評価が高かった昨年よりもさらに高品質で揃いが良く、シクラメンの責任産地として、十

分にその力を発揮されていると思われます。

　その他の鉢花類でも、新規性、独自性があり、季節感を出すなどの販売戦略の工夫がなされた品物が多く見

られました。特にパンジーやビオラは近年人気のあるアンティーク調の花色のものやフリルのものが多くみられ

印象的でした。今後も引き続き、需要に対応した様々な商品が生産されることをお願いいたします。

　また、当部門は、高い技術を継承した若い生産者が多く、今後ますますの発展が期待されます。

区　　　　　分

　農林水産大臣賞

　農産局長賞

　長野県知事賞

　長野県園芸作物生産振興協議会長賞


